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研究成果の概要（和文）：　シリア・アラブ共和国の中央に位置するパルミラは前１世紀から紀元後3世紀に開けて交
易都市として栄えたが、その美術的特徴は墓に設置された個人肖像、石棺、葬礼の彫像などに顕著に見られる。
　本研究において、シリア以外のイタリア、トルコ、ロシアの博物館に所蔵された彫像をあらたに見いだし、デ－タを
得ることができた。さらに墓の中心的彫像である饗宴図像の精査により、主なる人物がもつ容器を実物と同定し、同じ
形の容器が金属、陶器、ガラスで制作され、パルミラではガラスや金属製が使われていた可能性を示唆した。また、饗
宴図像の中心人物が履く履物について、その東方的影響について具体的に提示した。　　　

研究成果の概要（英文）： Palmyra, a city in the Syrian Desert, grew rich from the caravan trade during 
the first three centuries of our Era. Characteristics of the Palmyrene art can best be observed in three 
main types of funerary sculptures: plaques with relief carvings,sarcophagi and the funerary statues.
 For this study, I investigated Palmyrene sculptures kept in museums in Italy, Turkey, the U.K.,and 
Russia. The focus of my study was the container held by the main figure in the banquet reliefs. Based on 
my comparative study of containers similar to ours that have been unearthed in the Mediterranean and West 
Asiatic world, I suggest that the container held by the main figure in the Palmyrene banquet reliefs was 
not a glazed pottery but was made of either glass or metal. Some citizens of Palmyra were wealthy enough 
to afford to use metal and glass ware in the banquet. Incidentally I have also noted some eastern 
influence in the footwear the main figure of banquest scenes of Palmyra.
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１．研究開始当初の背景 
日本のパルミラでの本格的現地調査は 1990
年からの奈良県立橿原考古学研究所による
ものである。研究代表者は当初よりこのプロ
ジェクトに参加し、美術史的視点での分析を
すすめていた。日本隊の調査結果も、先んじ
てパルミラでの調査を行ってきた欧米各国
調査団、現地研究者に広く認められてきた矢
先、シリア国内で内戦が勃発し、調査は中断 

せざるを得なくな
った。 
 
 
1995 年東南墓域 F
号墓での日本隊調
査 
 
 
 
 
 
 

2015 年 破壊されたパルミラ博物館展示室 

 
２．研究の目的 
パルミラ美術の中核をなす墓の肖像彫刻は
これまでに多数の研究者が分析、考察を行っ
てきたが、完全とは言えない。それらについ
て周辺遺物との比較研究をさらに進める。ま
た、内戦によって略奪、破壊を受けたものも
少なくない。各国の研究者と連絡をとって、
シリア国内に残された遺物、国外に保管され
ている彫像の情報を共有化する。 
 

京都府大山崎山荘収蔵 大型パルミラ饗宴図 

 
３．研究の方法 
これまで収集したシリア国内のパルミラ彫 
像のデータ、特に日本隊発掘遺物について集
約する。シリア国外のそれらを含めた比較検
討、考察をすすめた。 

 
日本隊による調査の成果 
東南墓域Ｈ号墓出土饗宴図像 
 
４．研究成果 
今まで報告されていなかった肖像資料をイ
タリア、トルコ、ロシア、イギリスの博物館
で収集した。また、饗宴図像について、主た
る饗宴者の持つ容器、沓などの分析をすすめ
た。図像と実物を検証した。 

 
エルミタージュ美術館所在 関税碑文 

 
イスタンブール考古学博物館所在 肖像彫刻 
 
 
 
 
 
 



Artaban の墓出土饗宴図像２世紀 東南墓域 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

両手付ガラス製杯 ミハイロスカヤ古墳群 
出土 １世紀 クラスノダル博物館蔵 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

アレーヌの墓出土人物彫像の履く沓 
2-3 世紀 パルミラ博物館蔵 

 
絹製靴下 １世紀 
ノイン・ウラ出土 エルミタージュ美術館蔵 
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